
保護者と
地域とともに

深める
子どもの育ち

子どもたちの主体的な育ちと、それを支える保育の専

門性は奥深く、意義の高いものです。ただ一方で、見

えにくい側面もある。だからこそ、その価値を保育者は

もとより、保護者や地域の人 、々ひいては社会全体に

伝えていくことが大切になります。そのヒントが、人 を々

ワクワクする気持ちにして、園の実践に巻き込んでいく

こと。それが、子どもの育ちをより深めることにもつな

がります。キーワードは「ワクワクのサイクル」です。
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　幼児教育・保育の重要性を保護者に理解してもら
うことは、保護者との協力関係を築く上でも、保
育者自身が働きがいを感じる上でも大切です。とこ
ろが、ベネッセ教育総合研究所が実施した「第４回 
幼児教育・保育についての基本調査」では、多くの
園長が園の保育実践上、運営上の課題に「幼児教育・
保育の重要性の周知」を挙げているという結果が出
ています（ 図１ ）。ただ、私はこうした園長の課題
意識は、前向きなものとして捉えることができると
考えています。
　今、多くの園が、その子らしさを大切にする子ど
も主体の保育へと本格的に舵

かじ

を切りつつあります。
だからこそ、目に見えやすい変化や成果だけでは語
りきれない保育の専門性を、保護者や社会とどのよ
うに共有していくかが問われています。この悩みは、
園が保育の質を向上させようと試行錯誤しているこ

との表れの１つだと捉えられます。単に説明が足り
ないのではなく、私たちのめざす保育がより専門的
なものへと進化・深化しているからこそ、それをど
う伝えるかが大きな課題になっているのです。

　では、なぜ幼児教育・保育の専門性は伝わりにく
いのでしょうか。背景には、社会の構造や保護者の
心理などの複雑な要因が絡み合っていることが考え
られます。
　近年、非認知能力の重要性がいわれ、乳幼児期が
その基盤を育む重要な時期であることが広く知られ
るようになりました。自己調整力や協働性、粘り強
さといった非認知能力は、表面上は大きな変化を伴
わず、子どもの内面にゆっくり時間をかけて芽生え、
育っていきます。
　一方で、多くの保護者は、自分の育て方次第で子
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幼児教育・保育の重要性が、保護者を始めとした社会に伝わりにく

い——。多くの保育者がそう感じているのではないでしょうか。子ど

も主体の質の高い保育に取り組むほど、その専門性は目に見えにくく

なり、園の保育を「どう伝えるか」が重要な課題になっていきます。

なぜ保育の専門性は伝わりにくいのか、どのように伝えていけばよい
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成果や効率を求める社会に
遊びの価値をいかに伝えるか

解 説

子ども主体の保育の進展が
保育者の課題意識に表れている

幼児教育・保育の専門性が高まっているからこそ、伝え方が課題に
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どもの将来が決まってしまうといった、子育ての不
安やプレッシャーを感じています。その中で、短期
間に目に見える成果が出やすい活動を求める傾向が
強まり、園に対してもそうした保育を期待しがちで
す。もちろん、子ども主体の保育や非認知能力の重
要性に一定の理解を示す保護者もいます。それでも
自身の幼少期は、知識詰め込み型の教育や偏差値重
視の受験といった枠組みの中で育ったため、頭では

「その子らしさを尊重した主体性の育成が大事」と
理解していても、「数や言葉など、早いうちからで
きることを増やしたほうがよい」といった価値観が、
意識の奥に存在しているのです。さらに、文部科学
省が新しい学習のあり方として提唱する「主体的・
対話的で深い学び」が、小・中学校に完全に浸透し
ているとはいえない実態や、成果や効率を求める社
会の実態も、「幼児期にしっかり準備をしなくては」
といった焦りに拍車をかけているようです。
　非認知能力の育ちの捉え方に、ズレが生じやすい

ことにも注意が必要です。本来、非認知能力は、子
どもが心の安全基地を拠点に周囲の世界に主体的に
かかわる中で好奇心や探究心が高まり、結果として

「集中できた」「やりきった」「友だちとうまくかか
われた」といった形で表れるものです。しかし、世
間では、「集中力」や「我慢」などを「できる・で
きない」で判断し、トレーニングによって身につけ
るべきスキルへとすり替えてしまうことがあるので
す。その発想は、私たちが大切にしている、その子
らしさを土台にした主体的な保育のありようとは、
対極にあるといえるでしょう。
　こうしたさまざまな難しさがある中で、今、多く
の園では、子どもを「有能な学び手」として尊重す
る保育へと転換しつつあります。子ども主体の遊び
の中にこそ、将来へとつながる学びの芽が育つこと
を、成果の大きさや効率のよさを重視する社会にど
のように届けていくべきか。そこに、私たちが直面
している難しさの正体があるのだと思います。

　幼児教育・保育の価値を保護者に伝えようとする
とき、私たちは「説明して説得する」という方法を

とりがちです。しかし、私は、子ども主体の保育を
実践する中ではこうした「説明型」のアプローチで
はなく、保護者を仲間として引き入れていく「巻き
込み型」への転換が必要だと考えています。保護者
を外部の存在と捉え、いかに周知するかを考えるの

※「とても課題である」と「まあ課題である」の合計の数値が高い６項目を図示。　＊「第４回幼児教育・保育についての基本調査」をもとに編集部で作成。
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図１ 園の保育実践上、運営上の課題（幼稚園・保育所・認定こども園、園長回答）

主体的に参加できる機会を提供し
保護者を保育に巻き込む

子ども・保育者・保護者が「ワクワク」でつながる場をつくる

■とても課題である　■まあ課題である
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ではなく、どうすればパートナーとして一緒に育っ
ていけるか、ともにウェルビーイング＊を得られる
共同体をつくっていけるか、という視点をもつこと
が大切です。
　そこで鍵になるのが、「ワクワクのサイクル」です。
子どもが夢中で遊び、ワクワクしている。その姿を
保育者もワクワクと楽しみながら専門的な視点で捉
え、「こんな力が育っていますよ」と保護者と共有
する。保育者のまなざしに支えられて育ちつつある
子どもの姿を見て、保護者も「わが子はこんなふう
に楽しみ、学んでいる」「この先生はわが子をよく
見てくれている」とワクワクを実感する。このよう
に、子ども・保育者・保護者の間でワクワクが循環
していくことで、保護者を仲間として巻き込めるの
だと考えています。
　実際に子ども主体の保育へと転換し、保護者や地
域の人々を理解者・協力者などのファン的存在にす
ることに成功している園や自治体は、全国にたくさ
んあります。それらに共通しているのは、保護者を
単なるサービスの受け手にとどまらせず、保育の意
義を実感できる主体的な参加機会を提供している点
です。例えば、行事のあり方を見直したある園では、
練習の成果を見せる場としての運動会から、子ども
たちのアイデアを取り入れ、保護者も一緒に参加で
きる運動会へと転換しました。その結果、保護者は
子どもの楽しむ気持ちや成長する姿を実感し、観客
から主体的な参加者へと変わっていきました。
　地域との連携においても、興味深い事例がありま
す。ある園では地元の農家とコラボレーションし、
子どもたちのデザインしたパッケージが、実際に商
品として流通しました。子どもたちが社会の担い手
として尊重され、その姿を見た地域の人々が理解者
や協力者になっていく。まさに、まちづくりの中に
幼児教育が位置づいているといえるでしょう。
　自治体単位での動きも加速しています。ある自治
体では、公立・私立の垣根を越えて園同士が保育を
公開し合う「往還型研修」が活発に行われています。
完璧な保育を見せ合うのではなく、各園が「今はこ
れを課題として頑張っている」というテーマをもち、
簡易な準備でプロセスを共有して、おしゃべり感覚

で学び合う。こうした風土が、地域全体の保育の質
を高めていく原動力になっています。
　このような園や自治体に共通しているのは、子ど
ものウェルビーイングとともにその育ちと学びを実
感できるようにして、保護者のウェルビーイングも
大切にしている点です。だからこそ、「信頼、安心
できる園」として受け止められ、実践共同体がつく
られていきます。それは地域へと広がり、「やはり
保育は大切だ」という価値観が共有されて、まちづ
くりへとつながっていきます。実際にそうした園や
地域が各地に現れてきていることは、大きな希望と
感じられるのではないでしょうか。

　これから新しい一歩を踏み出そうとする園に提案
したいのは、いきなり園全体を変えようとするので
はなく、小さくてよいので「成功体験」を１つ積ん
でみることです。まずは、どうすれば子どもが遊び
に夢中になれるかを考えて、例えば保育室に物作り
コーナーを設けるなど、環境を少し変えてみる。そ
こで子どもが生き生きと遊び始めたら、その手応え
を保育者自身が楽しむことが大切です。そして、そ
のワクワクを隣の先生と共有し、気軽な立ち話や連
絡帳などを通して保護者にも伝えていく。そうした
身近な実践の積み重ねが、ワクワクのサイクルを少
しずつ広げていきます。それが結果的に保護者を巻
き込み、幼児教育・保育の専門性が伝わる土壌を育
てていくのです。
　保護者との情報共有においては、ドキュメンテー
ションのあり方も見直してみてください。報告型で

「今日はブロックで遊びました」と活動を伝えるだ
けでは、単なる遊びとの違いはなかなか伝わりませ
ん。大切なのは、そこにどのような探究の物語があっ
たのかを可視化することです。例えば、工作の中で
どのような試行錯誤や気づきが見られたのかなど、
保育者の視点による読み取りを添えることで、保護
者は学びのプロセスがそこにあることを実感しやす
くなります。すでにワクワクのサイクルの中にいる

＊　身体的、精神的、社会的によい状態にあること。

小さな「成功体験」を積み重ね
ワクワクのサイクルを生み出す
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施策や文化

地域の空間

こどもが過ごす空間

保護者・養育者

こども

こどもと直接接する
人

保護者・養育者

こどもを養育している人

こどもの育ちを支えるために考え方を共有したい人

こどもを見守る人

教育・保育施設や地域子
育て支援の運営者、民生
委員・児童委員など

社会全体の環境をつくる人

政策に携わる人、 企業やメディアの人など

　みなさんは、子どものためによりよい保育をしたいという思いで日々の保育に
あたられていると思います。ただ、実際には、周囲の理解を得ることや、何かを
変えることの難しさを、感じることも多いでしょう。
　しかし、簡単ではないからこそ、その「小さな一歩」には「大きな意味」があります。
もしかしたら目の前の一歩から、想像以上の動きが生まれるかもしれません。私は、
そこに、この国の希望があるのではないかと思っています。
　まず、小さなことから動き出してみてください。みなさんのそうした動きが集
まって、これからの社会を変える大きな第一歩になっていけるよう、私も、その
歩みを全力で応援し続けていきたいと思っています。

保護者なら、「子どもはこういう学びをしているの
だ」と、さらに納得度は高まるでしょう。そして、
家庭での子どもの興味や遊びにつながっていること
にも気づいて、園と家庭の遊びのサイクルも生まれ
ていきます。そうした関係が少しずつ積み重なって
いく中で、幼児教育・保育の専門性は自然と伝わっ
ていきます。

　保護者や社会との関係づくりを進める上では、こ
ども家庭庁が打ち出した「はじめの 100 か月の育ち
ビジョン」も重要な指針です。地域の人々を巻き込
むきっかけとして、ぜひ、活用してみてください。
　このビジョンが示しているのは、乳幼児期のウェ

ルビーイングが生涯のウェルビーイングにつながる
という事実に基づく強いメッセージです。そして、
大切なのは、これが保育者や保護者だけでなく、普
段子どもに直接かかわらない人も含めた国民全体に
向けて発信されている点です（ 図２ ）。「こども」が「ま
んなか」に立ち、その育ちを社会全体で支えるとい
う視点が、公的なメッセージとして示されているの
です。
　「こどもまんなか」によりワクワクのサイクルを
生み出すことで、保育者、保護者、地域の人々のウェ
ルビーイングも高まっていきます。その循環はやが
て地域を変え、社会のあり方にも影響を与えていく
でしょう。そのように、園から生まれたワクワクを
外へと開き、「子どもっていいよね」という思いを
広げていくことこそが、幼児教育・保育の専門性を
社会へと伝える、確かな方法だと考えています。

※空間には、幼児教育・保育施設や子育て支援の施設のみならず、公園や自
然環境、デジタル空間を含む。＊こども家庭庁「はじめの 100 か月の育ちビジョン」（2023）をもとに編集部で作成。

全てのこどもの
生涯にわたる
身体的・精神的・
社会的（バイオ
サイコソーシャル）
な観点での
包括的な幸福

こどもと直接接する人

こども同士、親族、保育者、医師（小児
科医・産婦人科医等）、保健師、助産師、
看護師等、こどもに関わる専門職など

地域社会を構成する人

近所や商店の人、 地方公共団体の職員
など

保育者の
みなさんへの
メッセージ

特集 保護者と地域とともに深める子どもの育ち1

「こどもまんなか」の社会を
園が起点となって創り出そう

図２ それぞれのこどもから見た「こどもまんなかチャート」
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　栃木県南部に位置する認定こども園さくらは、さ
くら第２保育園を合わせると約 350 人の子どもたち
が通う規模の大きな園です。堀昌浩園長が園を継い
だのは 2013 年。当時は、いわゆる一斉保育が行わ
れていました。それまでの保育者経験を通じて、大
人の言うことを聞く子どもが「よい子」とされる保

育に違和感を抱いていた堀園長は、園の継承を機に
「子どもたちの夢や願いを叶

かな

える保育」を理念に掲
げ、子どもの思いを尊重する保育への転換を図りま
す。しかし、「子ども主体」が浸透していない保育
現場では、保育者に大きな戸惑いが広がりました。
　方針の違いをめぐる摩擦はやがて表面化し、数か
月後には 15 人以上の保育者が離職。また、保護者
の理解を得るのも難しく、園児数が一時は 50 人ほ
ど減少し、周囲からは「保護者のニーズに応えない
からだ」といった冷ややかな評価を受けていました。
しかし、堀園長は「保護者が受け入れやすい保育を
することが最優先ではなく、子どもにとって本当に
よいことを貫くのが自分たちの役割だ」という信念
のもと、全国から保育者を募り、保育の改革を遂行
します。結果として、園児数が減った時期には一人

写真１　子どもと保育者が輪になり、その日のできごとや、これからやっ
てみたいことなどを語り合うサークル対話。保育者は何げないつぶやき
も丁寧に受け止め、保育を組み立てていきます、園の日常の中核となる
時間です。

子ども主体の保育へ転換するも
理解を得られず模索が続く

改革期の試行錯誤を経て、園全体に理念が浸透

認定こども園さくら（栃木県・私営）

保育者・保護者・地域と
子どもの姿を共有しながら、

保育の価値をともに創る

園の取り組み事例

● 保育者・保護者・地域のそれぞれに対して、園の保育への理解を深めるための取り組みを
行う。

● 変化を前提に園の改革を進め、失敗を恐れずに試行錯誤を繰り返しながら、常に進化をめ
ざす。

取り組みの
ポイント

お話ししてくださった先生

園長

堀　昌浩 先生
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ひとりと丁寧に向き合う時間が増えました。保育者
の専門性が磨かれ、子ども主体の保育が根づく土台
が、この時期に形づくられていったのです。

　園では当初、言葉による意思疎通のしやすい年長
児から保育の改革をスタートさせました。しかし、
年長児の卒園とともに一からやり直しになってしま
います。そこで、０歳児から積み上げていく必要性
を感じ、丁寧なかかわりを重視する「育児担当制」
を導入。子どもを個性の違いで小グループに分け、
担当の保育者が表情やしぐさなどを見取りながら寄
り添う小グループ保育を始めました。それを続ける
過程で、２歳後半くらいからグループ間の交流が生

まれ、育児担当制には限界があることに保育者自身
が気づき、３歳児からはクラス担任制とする体制を
整備。こうして６年の歳月をかけ、ようやく園全体
に子ども主体の保育が浸透していきました。
　現在、園の活動を支えているのは、日々繰り返さ
れる「サークル対話」です（写真１）。朝、おやつ
の時間、１日の終わりに、子どもと保育者が輪になっ
て座り、「昨日はどんなことをした？」「今日は何を
やりたい？」など、じっくりと言葉を交わします。
ここで交わされる一人ひとりの言葉を起点として、
日案や週案を柔軟に見直し、活動を発展させていき
ます。例えば、野鳥に興味をもつ子どもが何人かい
ることがわかれば、異年齢同士であってもグループ
をつくり、見守りの保育者とともに河原へ観察に出
かけます。このように、「子どもたちの夢や願いを
叶える保育」がダイナミックに展開されています。

　子ども主体の保育を実現するには、保育者自身が
成長し、当事者性をもって保育にかかわっていくこ
とが欠かせません。堀園長は次のように語ります。
　「やることが 10あるのに、何年たっても２しか任
せなければ、保育者は同じことを繰り返すだけです。
１年めに２任せたら、３年めは３というように、管
理職が補っていた部分を手放して、任せる部分を増
やしていくことが必要です。その“積み上げ”が、
保育者の成長につながると考えています」
　そうした考えのもと、堀園長は保育者の成長や当
事者性を促す複数のしくみを整えました。
◎一定の裁量権を与える

　「目の前の子どもをいちばん理解しているのは保

育者」と捉え、備品の購入や研修の選択といったさ

まざまな判断を委ねている。費用が高額になるとき

のみ、保育者からの相談を求めている。

◎シェアードリーダーシップ

　主任などのリーダーの権限を１人に集中させず、

チームを組んで分散させている。内容に応じて異な

るリーダーが中心になり、主体的に推進している。

◎主任を若手に任せる

　ベテランは肩書きがなくても発言力があるので、

主任などのリーダー職は10年めくらいまでの若手

保育者に任せている。

　保育の改革を進めるのと並行して、堀園長は保護
者に対して、保育のねらいや考え方を言葉で丁寧に
伝えることにも力を注いできました。そこでのポイ
ントの１つが保護者との「対話」です。一方的に説
明するのではなく、保護者とのやり取りを充実させ
ることが重要と考え、そうした場のあり方に見直し
をかけました。
◎入園説明会の抜本的な見直し

　以前は提出書類の書き方など、事務的な説明に時

間の９割を費やしていた入園説明会では、ほぼすべ

てを保育理念や保育活動を共有することに充てるよ

日々の対話で子どもの声を聞き
柔軟に活動を組み立てる

保育者に裁量権を与え
成長と当事者性を促す

保育者、保護者、地域の理解を深めるしくみをつくる

保護者との「対話」を軸に
保育の意図を丁寧に伝える
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うにした。説明会では、「子どもは生まれながらに

学ぶ力をもっている」ことや「子どもたちが遊びの

中で見せる『真剣なまなざし』こそが未来をつくる」

ことなどを、具体例とともに丁寧に伝える。事務的

な案内はＡＩ音声による動画で行い、資料の二次元

コードからいつでも確認できるようにした。

◎ドキュメンテーションの日常的な掲示

　保護者との直接的な対話のきっかけとなるよう、

以前は一方的な発信だったドキュメンテーションを

廊下に掲示するようにした。ドキュメンテーション

内では子どもの育ちや学びを表す部分に、保育の専

門性を可視化する工夫として「＃健康な心と体」と

いったハッシュタグで「10の姿」を提示。保育者

が子どもの姿をわかりやすく説明する際の手がかり

としている。送迎時などに保護者がドキュメンテー

ションの前で　立ち止まると、保育者が声をかけて

自然なやり取りが発生。日常的な対話を積み重ねる

中で、保育の意図を伝えている。

　言葉でのやり取りだけでなく、保護者が保育の場
に入ってともに「体験」することで、子どもの育ち
や学びを実感できるようにすることを重視した取り
組みもあります。家庭では見られないわが子の姿に
触れることで、保護者の意識は大きく変化するとい
います。保護者を巻き込んだ体験共有の場が、「子

どもが成長している」という保護者の実感を生み、
保育への理解や園への信頼を深めています。
◎わくわく保育（保護者の保育参加）

　２～５歳児の保護者を対象に、１日１クラス1人

限定（全体で最大12人程度）で、保護者が自分の

子どものクラスに入り、保育者とともに子どもたち

と過ごす取り組み。年に３か月程度実施しており、

保護者の参加率は96％に上る。保護者は午前中に

わくわく保育を体験した後、一室に集まって感想を

述べ合う。堀園長も参加し、活動の意図などを伝え

て対話をする。

◎小さな表現者の会（行事）

　以前は「見せる」場だった一斉形態の発表会を、「共

有する」場へと刷新。同一期間に各年齢のクラスで

実施し、子どもたちは自分の作ったものや、今、夢

中になっていることなどを、自分の言葉で保護者に

伝える。形式は自由で、紙芝居形式で発表したり、

コント形式で発表したりする子どももいる。保護者

は各クラスを自由に回り、わが子だけでなく他年齢

の子どもの姿にも間近に触れながら、子どもの成長

を実感する（写真２・３）。

　さらに堀園長は、園を地域へと開く取り組みも充
実させています。さまざまな人々を巻き込むことで、
困難が起こったときにも園だけで抱え込むことな

写真２　「小さな表現者の会」では、子どもが自ら作ったものや、夢中に
なっていることを自分の言葉で伝えます。一人ひとりの表現を尊重する
場として、子どもの主体的な姿がそのまま共有されています。

写真３　保護者は各クラスを自由に回り、他年齢の子どもの姿にも触れ
ます。子ども同士が発表を聞き合う場も設けます。子どもが真剣に表現
する姿から、成長を実感できる場です。

保護者と「体験」を共有し
保育への理解や園への信頼を深める

子どもの声や主体的な活動が
社会を進化させるエンジンとなる

8



く、広い視野でアイデアがもらえると考えています。
◎保育ＭＣ（マネジメントコンシェル）

　コロナ禍を機にＰＴＡを廃止し、地域の人を交え

た協議会を発足。各クラス数人ずつの保護者に加え、

地域の商店街の会長や学識者などをメンバーとし

て、新たな視点で子どもたちにできることはないか、

園の環境を今後どうしていくかなどについて話し合

う。保育ＭＣのメンバーは、園から個別に依頼して、

構成している。

◎シューイチ（週１）先生

　保護者も含め、その道のプロフェッショナルな人

が園に来て、先生をする。子どもたちの興味・関心

が深まる中で、もうワンアクションがほしいときに、

ＳＮＳなどを通じて募集し、打ち合わせをしながら

人選する。各内容に興味のある子どもだけが参加。

実際には週１ではなく、年10回程度の開催。

◎フードフェス

　以前はバザーを行っていたが、現在は園で年２回

のフードフェスを開催。保護者を中心に地域の自営

の商店などが参加。売り上げは基本的に各店舗のも

ので一部、寄付をお願いしている。その寄付も２回

のうちの１回は若いアスリートの支援に充てている

ため、その関係者など来場者も幅広い（写真４）。

◎誰でも通園

　保育施設に通っていない子どもを対象に、一時預

かりの形式で、園で展開されている保育や子ども社

会を体験できる取り組み。その後に入園するケース

もあり、園の保育の理解につながっている。

　これらの取り組みがきっかけで、子どもたちに商
店街のポスターの絵や、商品のパッケージのイラ
ストを描いてほしいという依頼が来ることもありま
す。その際は、希望する子どもが参加。こうして、
子どもたちの活躍できる場が広がっていきます。堀
園長は、子どもの声や主体的な活動は「社会を進化
させるエンジン」だと位置づけています。
　「このエンジンがあるからこそ、保護者や地域の
人々が動き、社会が動き出す流れにつながっていく

のだと考えています。大人が子どもたちに本気で向
き合う姿勢が、人々の心を動かすのではないでしょ
うか」（堀園長）
　実際に園の保育に共感し、移住して入園を希望す
る家庭も少なくありません。子ども主体の実践に触
れることで、環境そのものを選び直す動きが生まれ
ています。それでも堀園長は、現在の園の姿が最終
形ではないと語ります。
　「子どもは毎年入れ替わりますし、同じ年齢でも
一人ひとりの内面は違います。さらに時代も動いて
いますから、『これまでよかったからこれからもよ
い』とは限りません。現在の姿は常に通過点であり、
考え続け、変え続けていくことが求められているの
です。また、考えたことを実行するときに、私は、
失敗というものはないとも思っています。あるとす
れば、途中でやめてしまうことだけです。ですから、
まずやってみる。やってみてうまくいかなければ、
それ以外の方法を試せばよいのです。今は失敗だっ
た方法も、数年後には機能するかもしれません。そ
れくらいの余白をもって、いろいろ試してみること
が大切ではないかと感じています。正解がだれにも
わからない時代だからこそ、まずやってみる。よい
実践はどんどんまねをして広げていく。それが園を
前に進める力になると考えています」

写真４　地域に開かれた「フードフェス」。楽しそうな子どもたちの姿を、
多様な来場者と分かち合います。園に人々が集い、対話が生まれることで、
子どもを中心にした新たなつながりが広がっていきます。

1979年開園。0歳児からの育児担当制や幼児期の「自調自考」を軸に、
子どもの夢や願いを起点とした実践を展開する。さくら第2保育園、
児童館「さくら３Jホール」なども展開している。

園 長
所在地
園児数

：堀昌浩先生
：栃木県栃木市泉川町651-1
：290人

◎
◎
◎

認定こども園
さくら
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「こどもまんなか」！
“ワクワク”が広がる園づくりへのヒント

大豆生田　啓友先生編著
『園のリーダーのためのリスペクト型マネジメント①』（フレーベル館）より

子どもを主体とする保育の価値や実践の様子を保護者や地域に発信し、実際に保育にかかわる機会を増やすこ

とで、子どもたちの中に芽生えた “ワクワク ”が保育者を通して保護者や地域、社会全体へと広がり、園への

理解と共感、信頼が深まっていきます。「こどもまんなか」を日々実践する保育の意図や子どもの姿を共有し、

そうした保育を充実させるのためのヒントをご紹介します。

語り合う風土・ミッションの共有
第４章／語り合いの組織へのヒント　視点１／語り合う風土・ミッションの共有 より（一部改変）

子ども主体の
保育の大切さを園全体に伝えたい

保育の改革がこれで合っているかどうかを
確認したい

保育者主導の保育を変えたい

書籍、ＤＶＤなどでめざす保育の具体的なイメージ
を共有してみる

みんなで同じ研修を受けてみる、同じ園を見学して
みるなど、職員全体で子ども主体の保育を学ぶ機会
をつくってみる

いきなり園全体で行うのが難しければ、まずは園長・
主任でいろいろな研修や園見学を行い、方針を共有
してみる

外部講師にアドバイスをもらってみる

子ども主体の保育を進めている他園の先生に相談し
てみる

毎日10分程度の時間を取り、小グループに分かれ
て事例を話し合い、グループごとに発表するなど、
話しやすい場をつくってみる

何か１つ、みんなで取り組むテーマを決めて、公開
保育などで意見をもらってみる

園の課題を抽出し、目標設定をしてみる

異年齢保育や担当制など、子ども主体の保育に向け
た新しい保育の方法を、メリット・デメリットとと
もに提案してみる

みんなが一緒になって取り組める改革の目標（園庭
改造、保育室の環境づくり等）を設定してみる

ミドルリーダーや担任が自ら気づけるようになるこ
とを大切に、リーダーがサポートしてみる

ヒ トン 集
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園のリーダーのための
リスペクト型マネジメント③

（多機能化と
地域共創の園づくり）

園のリーダーのための
リスペクト型マネジメント②
（語り合う保育の

12か月）

園のリーダーのための
リスペクト型マネジメント①

（組織改革の
４つの視点）

外部（家庭・地域、自治体）との協働的かかわり
第４章／語り合いの組織へのヒント　視点４／外部（家庭・地域、自治体）との協働的かかわり より（一部改変）

地域の子育て家庭への支援を
充実させたい

保護者にも保育を知ってほしい 地域の保育の質を高めたい

保護者組織を主体的なものにしたい

園の存在価値を地域に伝えたい

地域の親子の居場所となるような場（ブックカ
フェやワークショップ室等）を園の中につくっ
てみる

園のファンづくりのために、共感してくれる保
護者の力も借りながら、さまざまなイベントを
開催してみる

親子広場の運営などは、できるだけ当事者によ
る当事者支援を意識してデザインしてみる

園庭開放や園庭・園舎の無料での貸し出しなど
を行い、地域に園を開いてみる

　このページで紹介したヒントは、『園のリー

ダーのためのリスペクト型マネジメント①』

より抜粋しています。同書は、子どもも大人

も“ワクワク”できる園を実現するために、

子どもの姿を起点とした「リスペクト型マネ

ジメント」を提案する実践ガイド集です。全

３巻シリーズで園運営と組織改革を体系的

に整理しているため、理念の共有から実践の

広がりまでを段階的に学べます。

※すべて大豆生田啓友先生編著。フレーベル館発行。

担任に何でも聞ける保育参観を実施してみる

発達を理解し、成長を感じてもらえるような体
験型の保育参観や行事を実施してみる

保育の動画記録やドキュメンテーションなどで
保育を見える化して、日常の保育を伝えるよう
にしてみる

母親だけでなく、父親や祖父母も参加できるよ
うな保育参加を実施してみる

地域の園に参加を呼びかけて、一緒に園内研修を実施す
ることで、保育の学びを深めてみる

地域の園に参加を呼びかけて、看護師など人数の限られ
た職種の研修の充実につなげてみる

これまでのＰＴＡ（あるいは保護者会）組織の見直しを
図り、子どものために何かをしたい人たちのポジティブ
な集まりになるようにしてみる

保護者に子どものことを一緒に考えていく同志となって
もらうために、子どもが学んでいることについて丁寧に
伝えてみる

園のブログを開設し、子どもが育っている姿をくわしく
発信してみる

自園のブランディングを捉え直し、地域に合わせてみる

地域の大人や子どもに園を活用してもらうために、園の
機材などの貸し出しや園主催のイベントを開催してみる

園の夏祭りをやめて、地域の祭りに出店して、保育者と
子どもが参加することで地域との接点をつくってみる

どんな形態の園でも入園説明会をしてみる

保育のために提供してもらえるものはないか、地域の方
に相談することで、地域を巻き込んでみる

書籍紹介
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